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福
祉
公
社
は
助
け
合
い
が
基
本
で
す

リストラ市民会議の

委員を募ります

市では、社会情勢の変化に対応し、効率的か

つ効果的で市民の視点に立うた行政運営を進め

るため、「(仮称)松戸市行政リストラ市民会議」

を設けることになりました。

行政リストラ市民会議の委員は、民間の各界

から選出するほか、行政改革に関心のある一般

市民の方からも募ります。

募集人数…３人以内

任期…委嘱から平成７年3 月31 日まで

応募資格…20歳以上の市民

提出書類…「行政改革を考える」をテーマに

自分の考えを1,200 字以 内の文章にまとめたも

の( 文章はお返ししません)

圃９月20日(火)まで(必着)に、郵送で住所･ 氏名･

年齢･ 性別･ 経歴を明記し、文章を添えて、〒2/1

松戸市根本387－5 松戸市役所事務管理課へ

主な内容

・下水道で快適な生活を……２

・白井聖地公園の使用者を

募集… ３

・青少年教室・成人講座の

ご案内…４

・情報チャンネル………5 ～7

・66歳の佐藤さん、サロマ湖

100kmマラソンで完走 …… ８

・保育所の子供たちに氷柱をプ

レゼント…………………… ８

人口 と 世 帯（8 月1日現在）

市役所 の代表電話は

○人口　464,265 人　 （－293 ）

○　男　236,270 人　 （－215 ）

Ｏ　女　227,995 人　 （一78 ）

○世 帯　173,224 世帯 （－31 ）

(
)
は
前
月
比

66-111
1

サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

た
だ

く
協
力
会
員
を
６

月
か
ら
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
福
祉
活
動
に
理
解
と

情
熱
の
あ
る
多
く
の
方
に
ご
応
募

い
た
だ
き
ま
し

た
（
表
１
）
。

協
力
会
員
に
た
く
さ
ん
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た

順
次
、
研

修
を
受
け
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
1
0
月
1
日
の
サ
ー
ビ

ス
閧
始
ま
で
に
は
、
百
八
十
人

が

研
修
を
終
了
し

、
サ

ー
ビ
ス
の

担

い
手
と
な
り
ま
す
。

研
修
の
予
約
は
平
成
７

年
１
月

ま
で
い
っ
ぱ
い
で

、
今
年
度
中
に

は
約
七
百
人
の

協
力
会
員
が
誕
生

す
る
予
定
で

す
。

高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
人
が
、
生
活
し
て
い
く
中
で
必

要
と
す
る
家
事
援
助
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
地
域
の
人

た

ち
の

参
加
と
協
力
に
よ
り
有
償
で
提
供
す
る
財
団
法
人
松

戸
市
福
祉
公
社
は
、
今
年
４
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

福
祉
公
社
で
は
、
1
0月
１
日
出
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
す
が
、
そ
れ
に
向
け
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
利

用
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

高
齢
だ
っ
た
り
、
障
害
を
持
っ

て
い
た

り
し
て
、
日

常
生
活
の
中

で
手
助
け
を
必
要
と
す
る
方
（
世

帯
）
を
対
象
と
し
て

、
利
用
会
員

を
募
集
し
ま
す
。

協
力
会
員
が
、
お
宅
に
お
伺
い

し
、
。家
事
や
介
護
の
援
助
を
行
い

ま
す
。

○
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
？

基
本
サ
ー
ビ
ス
と
、
家
事
援
助
・

介
護
援
助
サ

ー
ビ
ス

が
あ
り
、
詳

し
い

内

容
は

表
２

の
と

お
り
で

す
。

○
利
用
会
員
に
な
れ
る
の
は
？

サ

ー
ビ
ス

を
希
望
す

る
利
用

会
員

を
募
集
し

ま
す

市
内
に
住
ん
で
い
る
次
の
よ
う

な
世
帯
で

、
公
社
が
サ
ー
ビ
ス

の

必
要
性
を
認
め
た
世
帯
で
す
。

①
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
人

が
い
る
世

帯

②
心
身
に
な
ん
ら
か
の
障
害
の
あ

る
人
が
い
る
世
帯

③
ひ
と
り
親
（
母
子
・
父
子
）
家
庭

④
そ
の
他

○
利
用
で
き
る
時
間
は
？

原
則
と
し
て
、
一
時
間
を
単
位

と
し
て
、
午
前
８

時
か
ら
午
後
８

時
ま
で
で

す
。
特
別
な
事
情
が
あ

る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
利
用
料
金
は
？

表
３
の
と
お
り
で

す
。

Ｏ
申
し
込
み
方
法
は
？

直
接
、
ま
た
は
電
話
で
松
戸
市

福
祉
公
社
へ

固
嬲
松
戸
市
福
祉
公
社
（
松
戸
市

上

矢
切
二
九
九
－

一
総
合
福
祉
会

館
内
）
容
6
8－
2
9
4
1

番

表２　　サービス内容

基本サービ ス

・公社コ ーディネータ ー（保健婦、福

祉専門職員）による訪問相談

・在宅生活に関 するさ まざまな相談

・会報による福祉公社の活動の紹介や

情報提供

家事援助・介護援助サービス

〔家事援助〕

・調理　 一洗濯　・住居等の掃除

･生活必需品の買い物

･関係機関等との連絡

・その他

〔介護援助〕

・食事介助　　 ・外出介助

・見守り　　　 ・着替えの介助

・排せつ介助　・入浴補助

・清拭、洗髪　・その他

利
用
会
員
を
募
集

家
事
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い

表 ３　　　　　　　 サービス利用 料

入　 会　 金 1,000円（登録時のみ）

月　会　費 月　1,000円（基本サービス）

家事
・介
護援
助サ
ービ
ス

派 遣 時 間

月曜日～金曜日 土日曜日・祝日

午前９時～

午後５時

午前８時～９時

午後５時～８時

午前９時～

午後５時

利
用
料

家　事 １時間　900 円 １時間1,100 円 １時間1,100 円

介　護 １時間1,100 円 １時間1,300 円 １時間1,300 円

派遣 経 費 派遣１回につき500円

24時間あんしん電話サービス 月　3,500円（通話料・消費税別）

わたしの夢

※24時間あんしん電話サービス…体が痛い・つらい・困った・眠れない・転んて。立

てない。そんなとき には、いつでも看護婦 が電 話で対応し ます。

(松飛台第二小学校４年)

大人になったら、お花屋をやりたいで

す。そして、お花の家に住みたいです。花

のエレベーター､ 花のまど､ 花の名前のつ

いた魚もいて楽しい家がいいな。庭に花

だんをつくって、めったに見ることので

きない花、世界に３本しかない花などを

植えてみたいな。

(財)松戸 市

福 祉公 社

協力会員の

研修 から

(南花園で)

表 １　 協力会員受付状況( 平成6年7月現在)

区 分 20代 30代 40代 50弋 60代 70代 合計

男 性 １ １ ４ 10 ４ 20

女 性 29 73 220 278 70 ５ 675

合 計 30 73 221 282 80 ９ 695

竹村　 麻維さん



海・川の汚れをＳＴＯＰ！

下水道で快適な生活を
9/10は全国下水道

促進デー

美
し

い

自

然
や
豊

か

な
生

活
環
境

を

守
り

、
住

み
よ

い
街

に
す

る
た

め

に

は

、
下

水
道

の
整

備
が

欠
か

せ
ま

せ

ん
が

、
平

成
６

年
７

月
現

在
の

市

内

の
下

水

道
普

及
率

五
二
％

の

う
ち

、

水
洗

化
率

は
九
〇
％

に
と

ど
ま

つ

て

い

ま
す

。

９

月
1
0日
は
全

国
下

水
道

促
進

デ
ー
。
も

う
一
度
下

水
道
に
つ

い
て

考
え

、

下

水

道
へ

の

接

続
は

お
早

め
に

お
願

い

し
ま

す
。

各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
活
雑

排
水
は

、
坂
川
や
国
分
川
を
経
て

江

戸
川
や
海
に
流
れ
込
み
、
水
質

を
悪
化
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

下

水
道
は
、
台
所
・
ふ
ろ
・
ト

イ
レ
な
ど
の
汚
水
を
、
地
下
に
埋

め
ら

れ
た
下

水
管

を
通
じ
て

集

め
、
終
末
処
理
場
で

害
の
な
い

き

れ
い
な
水
に
し
て
か
ら
、
川
や
海

下

水
道
が
使
用
で
き
る
よ

う
に

な
っ
た
区
域
〔
供
用
（
処
理
）
区

域

」
で

、
く
み
取

り

式
ト
イ
レ

を
お
使
い
の
家
庭
は
三
年
以

内
に

水
洗
ト
イ
レ
に

、
ま
た
し
尿
浄
化今後も下水道の整備を進めていき ます

槽
・
ふ
ろ
・
台
所
な
ど
か
ら
排
除

さ
れ
る
汚
水
は

、
遅
滞
な
く
下
水

道
へ
流
す
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

市
内
で
下

水
道

が
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
区
域
の
中
で

、
実

際
に
接
続
し
て
い
る
割
合
で
あ
る

水
洗
化
率
は
九
〇
％
で

、
残
り
の

一
〇
％
の
人
た
ち
が
利
用
で
き
る

の
に
接
続
し
て
い
な
い
状
況
で

す
。

多
額
の
費
用
を
か
け
て
下
水
道

を
建
設
し
て
も
、
各
家
庭
が
接
続
し

な
け
れ
ば
宝
の
持
ち
腐
れ
で
す
。

一
日

も
旱
い
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

９月９日は救急の日

救急ポスター展＆救急フェアを開催します

下

水
道
供
用
区
域
内
の
私
道
に

排
水
設
備
を
敷
設
す
る
場
合
で

、

次
の

条
件
を
満
た
す
場
合
は
、
費

用
の
全
額
を
市
が
補
助
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

①
幅
員
が
一

肩
以
上
で

隣
接
す
る

家
屋
が
二
戸
以
上
あ
る
私
道
で

あ

る
こ
と

②
私
道
下
水
道
（
排
水
設
備
）
工

事
と

同
時
に
二
戸
以
上
の
家
屋
が

水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
て
、
下

水

道
に

接
続
す
る
こ

と

③
下

水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の

滞
納
が
な
い
こ

と

④
下

水
道

が

使
用
で

き
る
区

域

（
処
理
区
域
）
に

な
っ
て
か
ら
三

昨
年
一
年
間
(
1
月
～
1
2
月
）
に

救

急
車

が

出

場
し

た
の

は

一
万

百

七

十
九

回

、
救

急

病

院

な
ど

へ

搬

送

さ
れ

た
人

は

九

千

七

百
三

十

八

人
に

も
の

ぼ
り

ま
し

た

。

市
民
の

生
命

を

守

る

た
め

の

救

急
や

救

急

業
務

に

つ
い

て

、
皆

さ

ん
に

理

解
し

て

い

た

だ

く
た

め
９

月
９

日

を

救

急
の

日

、
９

月

４

日

～
1
0
日
を
救
急
医
療
週
間
と
し
、

救
急
ポ
ス

タ
ー
展
＆
救

急
フ

ェ
ア日

時
…
９
月
７
日
團
～
1
1
7
日
囲

午
前
1
0
時
～

午
後
８

時

会
場
…
北
小
金
サ
テ
ィ
四
階
催

事
場

（
Ｊ

Ｒ

北
小
金

駅
前

）

内

容

…

市

内
の

中
学

生
か

ら

募

救急ポスター展・最優秀賞

神保 玲美 さん（第五中）

(個人がっくり 管理をする部分)

汚水管

(処理場へ)

公共下水道

９
月
７
日
圉
～
９

日
齏
ま
で
、

市

役
所
一
階
本
館
新
館
連
絡
通
路

で

、
パ
ネ
ル

展
示
・
相
談
コ

ー
ナ

ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

鬩
下
水
道
部
施
設
課
普
及

係

集

し

た

救

急
に

関

す

る
救

急

ポ

ス

タ
ー
展
・
救
急
資

器
材
の

展
示

・
救

急

Ｑ

＆
Ａ

パ
ソ
コ

ン
コ

ー
ナ

ー

な

ど

。救

急

ポ
ス

タ

ー
の

入

賞
者

は

次

の
と

お
り
で

す

。

最
優
秀

賞
＝

神
保

玲
美
（
第
五

中

二

年
）

優
秀

賁
＝
鈴

木
雅
子
（
河

原

塚
中

三

年
）
、

長
谷
川

綾
子

・
湯

浅
貴

朗

（
第
五
中

二
年
）
、
三

森
恵

実
子

示

金

中
三
年

）

〔
敬
称
略

〕

消

防
音
楽
隊
の

演
奏

日
時
…
９
月
１
１
一
日
㈲
午
前
1
0
時

3
0分

～
正

午

会
場
…
Ｊ
Ｒ
北
小
金
駅
前
デ
ッ

キ閲

消

防

局

救

急
防

災

課

登
6
3－

―

―
―

―
内

線
2
1
9
番

歯
を
大
切
に

そ
の
十
二
　

四
十
代

歯
周
病
と
そ
の
治
療
法

前
回
は
、
歯
周
病
初
期
治
療

の
お
話
を
し
ま
し
た
。
こ

れ
で

治
り
き
ら
な
い
深
い
ポ
ケ
ッ
ト

が
残
っ
て
い
る
部
位
に
対
し

て

、
外
科
的
な
処
置
を
行
う
こ

と

が
あ
り
ま
す
。
簡
単
に
い
う

と

、
深
い
ポ
ケ
ッ
ト
の
底
ま
で

器
具
を
届
か
せ
る
た
め
に

歯
茎

（
ぐ
き
）
に
切

開
を
加
え
て
行
う

も
の
で
す
。
よ
く
、
歯
茎
の
手

術
な
ど
と
呼

ば
れ
て
い
ま

す
。

切
る
と
か

、
手
術
と
か
聞
く

と

、
と
て

も
恐
が
る
人
が
多
い

よ
う
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
麻
酔

を
し
ま
す
の
で
痛
み
を
感
じ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
に

よ
り
、
ポ
ケ
ッ
ト
底
部
の

汚
染

を
取
り
除
き
、
炎
症
を
消
退
さ

せ
る
わ
け
で

す
。

し
か
し

、
注
意
し
な
く
て
は

い
け
な
い
の
は

、
こ
の

処
置
に

よ
っ
て

溶
け
て
し
ま
っ
た
骨
が

元
通
り
に
回
復
す
る
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

最
近
、
骨
を
増
や
す
こ
と
が

初期治療では

器具が届かない

哨所についた

歯石など の汚物

で
き
る
手

術
法
が
開
発
さ
れ
て

き
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
一
般
的

で
は
な
い
の

が
現
状
で

す
。

い

ず
れ
に
せ
よ
、
プ
ラ

ー
ク

コ
ン
ト
ロ

ー
ル

（
歯
ブ
ラ
シ
な

ど
に
よ
る
機
械
的
な
歯
垢
の
除

去
）
が
き
ち
ん
と
で

き
な
い
と

ポ
ケ
ッ
ト
は
再
び
深

く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
家
庭
で
の
ケ
ア

と

、
歯
科
医

院
で

の

定
期
的

な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
必
要
不
可

欠
に

な
り
ま
す
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

松
戸
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

任

期

満

了
に

伴

う

松

戸

市
議

会

議
員
一
般
選
挙
が
1
1
月
1
3
日
収
に

行
わ

れ

ま

す

。

こ

れ
に

伴
い

、

立

候

補

予
定

者

説
明

会

を

実
施

し

ま

す

。

日
時
…
９
月
3
0
日
窗
午
後
２
時

か

ら会

場

…

市

役
所

本

館
二

階
大

会

議
室

汰
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
は

必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い

。

会
場
の
都
合
に
よ
り

、
参
加
者

は
一
候
補
者
に
つ
き
二
人
ま
で

と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

固
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

各
種
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

縫合可る

器具を届かせて

汚物を

取り除く切開

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

お
気
軽
に
相
談
を

年
以
内
で

あ
る
こ

と

(市がっくり 管理をする部分)

排水設備

汚水ます

公
共
汚
水
ま
す

側溝

マ ン ホ ー ル

雨水管

(河川へ)

私
道
の
下
水
道
敷
設
は
、
費

用
の
全
額
を
市
が
補
助

下

水
道
法
で
義
務
付
け
ら

れ
た

排
水
工
事
や

水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改

造
工

事
費
用
は

、
各
家
庭
の
負
担

で

す
が
、
市
で
は
改
造
資
金

（
浄

化
槽
の
場
合
二
十
五
万

円
以
内

、

く
み
取
り
式
ト
イ
レ
の
場
合
四
十

万

円
以
内
）
の
融
資
を
金
融
機
関

に
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

利
子
に
つ
い
て
も
補
助
（
年
五
・

一
％

）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

改
造
資
金
の
融

資
あ
っ
せ
ん

と
利
子
を

補
助

改
造
工

事
を
行
う
場
合
は

、
下

水
道
指
定
工
事
店
ま
た
は
、
下
水
道

部
施
設
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

供
用
区
域
内
の
家
庭
は
、
一
日

も
早
く
下

水
道
に
接

続
を

に

流
し
ま
す
。

松
戸
市
の
下

水
道
普
及
率
は
五

二
％

。
市
民
の
皆
さ
ん

が
快
適
に

生
活
で
き
る
よ
う
に

、
下
水
道
の

整
㈲
を
進
め
て

い
ま

す
。

川
や
海
を
守
る
た
め
に
、
急

ピ
ッ
チ
で
下
水
道
を
整
備



市
営
白
井
聖
地
公
園

墓
地
使
用
者
を
公
募
し
ま
す

八
回
目
の
募
集
と
な
る
今
回
は
、

芝
生
墓
地
百
五
十
区
画
の

使
用
者

を
公
募
し
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
焼
骨
保
有
者
（
二
親

等
以
内
の
焼
骨
を
保
有
し
、
か
つ
埋

火
葬
許
可
証
を
保
有
し
て
い
る
人

で
焼
骨
を
五
年
以

内
に
埋
蔵
で
き

る
人
）
を
対
象
と
す
る
も
の
は
百
三

受け付けは

９／25～27

十
区
画

、
保
有
し

て
い

な
い
人

を
対

象
と

す
る
も
の

が
二

十
区
画
で

す

。

申
し
込
み

で
き

る
人

案内図

で
に
住
民
登
録
）
し
て
い
る
人
。
す

で
に
白
井
聖
地
公
園
を
使
用
し
て

い
る
人
は
除
き
ま
す
。

杢

世
帯
一
区
画
に
隕
り
ま
す
（
複

数
を
申
し
込
ん
だ
場
合
は
無
効

と
な
り
ま
す
）
。

申
し

込
み
案
内
書

の
配

布

期
間
…
９
月
2
7
日
㈹
ま
で

場
所
…
市
役
所
白
井
聖
地
公
園

課

・

各

支
所

・

白
井

聖

地

公

園

管

理

事

務

所
・

白

井

町

役
場

松
戸
市
ま
た
は
白
井
町
に
一
年

以
上
居
住
（
平
成
５

年
９
月
2
4日
ま

種 別 向き 区分 区画数 使 用 料 管 理 料

芝生墓地
（ ４㎡）

使用料には
カロート 代

金を含む

東向

焼骨 65
368,000円 年額3,閨O円

※５年度分

括前納額

16,068 円

(消費税含む)

一般 10

西向

焼骨 65
328,000円

一般 10

松 戸 からの 交通 機 関抽

選日
時
…
1
0月
1
1
1
1

日
㈹
午
前
1
0時

か
ら会

場

…
市
役
所
本
館
二

階
大
会

議
室

寮
抽
選
の
結
果
は
、
後
日
ハ
ガ
キ

で

通
知
し
ま
す
。

駐
車
場
が
狭
い
の
で
、
車
で
の

来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

収
容
人
員
（
五
十
人
）
に
な
り

次
第
、
会
場
を
締
め
切
０

ま
す
。

お

支
払
い
く
だ
さ
い
。
支
払
い

方
法
は
、
一
括
払
い
で
す
。
期
限

内
に

支
払
い

が
な
い
場
合
に
は

、

墓
地
使
用
の
権
利
を
失
い
ま
す
。

受
付

期
間

…
９

月
2
5
日

収
～
2
7

日

肉

、

午
前
９

時
～

午

後
４

時

会
場
…
市
役
所
本
館
二
階
大
会

議
室
・
白
井

聖

地
公

園

管
理
事

務
所

持
参

す
る
物
：
中

請

書
・
所

定
の

ハ
ガ
キ
（
切
手
を
張
っ
た
も
の
）
・
印

鑑
・
申
請

者
の
住
民

票

全
部
の
写
し

（
本
籍

・
住
所
・
氏

名

・
世
帯
主

・

続
柄
が
記

載
さ

れ
て

い
て

、
平
成
６

年
９

月
１

日

以

降

に
交

付

さ

れ
た

も
の

）

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は
住
民

票
の

交
付

は

行

っ
て

い

ま
せ

ん

。

都

市

計

画

案

の

縦

覧

９
月
1
3日

㈹
～
2
7日
㈹
〔
閉
庁

日
を
除
く
〕
　
会
場
県
都
市

部
計

画
課
・
市
都
市
計
画
課
　
内
容
松

戸
都
市
計
画
用
途
地
域
、
高
度
地

区

、
防
火
お
よ
び
凖
防
火
地
域
の

変
更
案
な
ら

び
に
地
区
計
画
の
決

定
案
　
区
域

秋
山
・
高
塚
新
田
・

紙
敷
の
各
一
部
の
区

域

問
市
都
市

計
画
課
計
画
係

松

戸

都
市

計

画

公

園

の

変

更

の

案

の

縦

覧

９

月
５
日
㈲
～
1
9日
㈲
〔
閉
庁

日

を
除
く
〕
、
午
前
８

時
3
0分

～
午

後
５

時
　
会
場
公
園

緑
地
課
　
内

容
柿
の
木
台
公
園
（
二
十
世
紀
が

丘

柿
の
木
町
な
ら

び
に
松
戸
手
市

後
尻
、
字
柿
の
木
台
お
よ
び
字
大

橋
道
の
各
一
部
の
区
域
）

問
公
園
緑
地
課
施
設
係

松

戸

都

市

計

画

生

産

緑

地

地

区

の

変

更

の

案

の

縦

覧

９
月
５
日

向
～
1
9日
㈲
「
閉
庁

日
を
除
く
」
午
前
８

時
3
0分
～
午

後
５
時
　

会
場
公
園
緑
地
課
　

内

容
生
産
緑
地
地
区
と
し
て

指
定
し

て
あ
る
農
地
に
お
い
て

生
産
緑
地

の
機
能
が
失

わ
れ
た
た
め
、
生
産

緑
地
地
区
の

変
更

豆

地
区

約
〇
・

四
三
㌶
）
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た

茴
公
園
緑
地
課
保
全
係

中

小

企

業

倒

産

防

止

共

済

に

ご
加

入

を

加

入

後
六
ヵ

月
以

上

を
経
過

し

、
万
一
取
引
先
が
倒
産
し
て

、

売
掛
金
や
受
取
手
形
な
ど
の
回

収

が
困
難
に
な
っ
た
と
き
に
、
最
高

三
千
二
百
万

円
ま
で

の
共
済
金
の

貸
し
付
け
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

貸
し
付
け
は

無
担
保
・
無
保
証

人
・
無
利
子
で

す
。

掛
け
金
は

、
毎
月
五
千
円
か
ら

八
万
円
ま
で
で
す
。

茴
松
戸
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相

談
所

一`
6
4－
3
1
1
1

番

教

育

委

員

会

会

議

を

開

催

９

月
2
2日
困
午
後
２
時
3
0分
か

ら
　

会
場
教
育
委
員
会
五
階
会
議

室圃
教
育
委
員
会
総
務
課
昔
6
6
1
7

4
6
0

番

ル

ワ

ン

ダ

難

民

救

援

金

を
受

け

付

け
て

い

ま

す

日
本
赤
十
字
社
で
は
緊
急
援
助

活
動
を
目
的
と
し
た
救
援
金
を

、

平
成
７
年
２

月
2
7日
㈲
ま
で
受
け

付
け
て

い
ま
す
。

固
援
護
課
社
会
係

町

名
地
番

が
変
わ
り
ま
し

た

８月27日出から六実地区の
一部の町名地番が下記のと

おり変わりました。

変 更 地 区 新 町 名

五香六実の一部
六実一丁目
六実二丁目

六実七丁目

鬩総務部庶 務課町名 整備係

中

小

企

業

設

備

近

代

化

資

金

を

ご
利

用

く

だ

さ

い

対

象
国
の
指
定
す
る
機
械
金
属

工

業
・
軽
工
業
・
繊
維
工

業
・
農

林
水
産
業
・
卸
小
売
業
そ
の
ほ
か

の
業
種
に
属
す
る
企
業
で
現
在
の

事
業
を
原
則
と
し
て
一
年
以
上
営

ん
で
い
る
企
業
　
貸
付
額
設
備
代

金
の
五
割
以
内
で
四
千
万

円
ま
で

（
県
の
設
備
改
善
資
金
の

併
用
も

で
き
ま
す
）
　
利
子
無
利
子
　

返

済
方
法
一
年
間
据
え
置
き
四
年
間

均
等
返

済
　
連
帯
保
証
人
個
人
事

業
所
二
人

、
法
人
事
業
所
三
人

腮
県
東
葛
支
庁
商
工

労
政
課
登
肌

－
2
1
1
5

番

し
尿

処
理

手
数

料
（
人
頭

制

）

の
第

二
期

納
期

限
は

９
月
3
0

日

倒
で

す

問

清

掃
業

務
課

業
務

第
２

係

第

二

十

一

回

松

戸

ま

つ

り

の

キ

ャ

ッ

チ

フ

レ

ー

ズ

が

決

定

1
0月
１

日

出

・
２

日

収

に

行

わ

れ

る
「
第
二

十

一

回

松
戸

ま
つ

り
」

の

キ

ャ
ッ

チ

フ
レ

ー

ズ
に

、

た
く

さ

ん
の

ご
応

募

あ

り

が
と

う

ご

ざ

い

ま
し

た

。

審

査
の

結

果

、

特
選

は

今

井
進

さ

ん

夭

谷

口

）
の

「
出

会
い

ふ

れ

あ
い

楽

し

さ
い

っ

ぱ
い

」
に

決

定
し

ま

し

た

。
そ

の

ほ

か
入

選
に

は
、

嘉
山

清

美

さ
ん

（
六

高

台
）
・

森

誠
一

さ

ん
（
初

富
飛

地

）
・
浅
田

信

孝
さ

ん

夭

金
平

）
・
瀧

本

文
也

さ
ん
（

栄
町

）・
鈴

木

次
男

さ

ん
（
稔

台

）
が

選

ば

れ
ま

し

た

。

問

松
戸

商
工

会
議

所

内

松
戸

ま

つ

り

実
行

委

員

会
事

務

局

登
6
4－
3

1
1
1

番

「

ま

つ

ど

Ｗ

Ｏ

Ｍ

Ｅ

Ｎ

Ｓ

」

の

表

紙

デ

ザ

イ

ン

が

決

定

個

性

豊
か

な

、
す

ば

ら
し

い

デ

ザ
イ

ン

を

多
数

応

募

い

た
だ

き

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ
い

ま
し

た

。
‘ｆ

審

査

会
で

の

検

討

の

結
果

、

次

の

よ

う
に

決

ま

り

ま
し

た
。

入

選
：
齊

藤
慶
子
さ
ん
（
田
中
新
田
）

凖
入
選
＝
・
松

本
康
正
さ
ん
（
新
松

戸
）

村
松

雅
子

さ

ん

示

山

）

閲
女
性
セ
ン
タ
１
登
6
4－
8
7
7

8
番

千

葉

県

発

明

考

案

展

の

出

品

作

を

募

集

応

募

資

格
県

内

在

住
の

個

人

ま

た

は

県

内
の

法

人
　

出

品

物

最

近

登

録

さ

れ
た

か

出

願

中
の

特

許

・

実

用

新

案
・
意

匠
に

関
す

る

現

品
・

見
本
・
ひ
な
型
で
、
容
積
は
各
辺
一
・

五
㍍
以
内
、
重
量
七
十
㌔
以
下
の
も

の
　

応

募

締

切
９

月
3
0
日

窗
　

費

用

出
品

料

は

無

料

※

優
秀

作

品

に
は

賞
が

贈

ら
れ

ま

す

。作

品
は

、
平

成
７

年
１

月
2
0

日
齏
～
2
2
日
⑥
の
間
、
ら
ら
ぽ

ー
と
一
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
（
船

橋
市

）
で

展
示

し

ま

す

。

茴

社
団

法

人

発
明

協

会

千

葉

県
支

部

昔
0
4
3乱

丿一
－
0
6
6
8

番

市

立

東

松
戸

病

院

の

眼

科

外

来

が
休

診

９

月
1
6日
脂
の
眼

科
外
来
は

休

診
し
ま
す
。

鬩
市

立
東
松
戸
病
院
総
務
課
医

事

係
昔
9
1－
5
5
0
0

番

「
歌

の

街

」

の

放

送

が
午

後

５

時

に

変

わ

り

ま

す

防
災
行
政
用
無
線
局
で

放
送
し

て
い
る
「
歌
の
街
」
の
放
送
時
間

が
、
９

月
か
ら
1
0月
3
1日
ま
で

の

間
、
午
後
５

時
に
変
わ
り
ま

す
。

茴
防
災
課

障
害
者
に
理
解
を

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

ク

リ

ン

ク

ル

ま

つ

り

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

「
た

か

ら

市

」

出

品

者

募

集

1
0月
1
6
日

囲

午

前
1
0
時

～

午

後

４

時
　

会
場

ク
リ

ー
ン

セ

ン

タ

ー

対

象

営
利

を

目

的
と

し

な
い

二

士

歳
以

上

の

個
人

ま

た

は

団

体

・
先

着

六
十

組
（
自

動
車
使
用

台

数
は
一

組
一

台
ま
で

）

匣
９

月
2
0
日

㈹
〔
消
印

有
効
〕
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
氏
名
（
グ
ル
ー

プ
の
場

合

は
、
代

表
者

名
と

人

数
）・
住
所
・
電
話
番
号
（
昼
間
の

連
絡
先
）・
主
な
出
品
品
目
を
記
入

し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七
―

八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
ニ
ビ
ル
松

戸
市
役
所

消
費
生
活
課
（
容
6
6－

？
ａ

２
９
番
）
へ

ゆ

う

ゆ

う

広

場

（

託

老

所

）

を

活

用

し

て

み

ま
せ

ん

か

松
戸
ゆ
う
ゆ
う
会
で
は
、
毎
月

一
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
お
年
寄
り

で

楽
し
く
過
ご
す
「
ゆ
う
ゆ
う
広

場
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

友
達

や

話
し
相
手
の

欲
し
い
お
年
寄
り

の

方
の
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日

時
毎
月
第
三
月
曜
日
（
変
更

の
場
合
も
あ
り
ま
す
）
午
前
９

時

3
0分
～

午
後
３

時
3
0分
　

会
謳
中

央
保
健
セ
ン

タ
ー
　
費
用
一
回
千

円
（
昼
食
、
お
や
つ
代
を
含
む

）

※
年
二
回
く
ら
い
近
郊
へ
の
バ
ス

遠
足
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
の
必
要

な
お
年
寄
り
、
軽

度
の
痴
呆
症
の
方
も
参
加
で
き

ま
す
（
家
族
の
送
迎

が
必
要
）
。

固
高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
松
戸

ゆ
う
ゆ
う
会
・
浅
野
容
6
2－

３
９

８
９

番

昨年のたから市

日
時
…
1
1
月
2
2
日
㈹
午
前
1
0
時

～
午
後
４

時

会
場
…
市
役
所
新
館
八
階
会
議

室
持
参
す
る
物
…
使
用
料
と
管
理

料
の
領
収
書
・
当
選
通
知
ハ
ガ
キ
・

身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
（
保
険

証
な
ど
）
・
印
鑑

※
本
人
ま
た
は
家
族
以
外
の
人
に

は
交
付
し
ま
せ
ん
。

固
白
井
聖
地
公
園
課

使
用
許
可
証
の
交
付

金
額
…
上
表
の
と
お
り

納
入
期
限
…
1
1
月
４
日
白

寮
当
選
者
に
納
付
通
知
書
を
郵
送

し
ま
す
の
で

、
必
ず
期
限
内
に

使
用
料
・
管
理
料

申
し
込
み
要
領

今回募集区画数と使用料・管理料

松戸駅

鎌
ヶ
谷
大
仏
駅

神
々
廻
木
戸

松戸駅松戸駅

五
香
駅
西
口

白
井
駅

神
々
廻
木
戸

平
　
塚

管理事務所 管理事務所 管理事務所



軽
井
沢
荘

市
の
林
間
学
園
施
設
、
軽
井
沢

荘
と
白
樺
高
原
荘
を
一
般
開
放
し

ま
す
。

社
会
教
育
活
動
や
レ

ク
リ
エ

ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
、
グ
ル
ー
プ
や
ご

家
族
連
れ
で

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

軽　井　沢　莊 白 樺 高 原 荘

利用期間

平成６年９月27日(火)～ 平成７年５月初 旬

※月曜日 は休業( 月曜日 か祝日等と重な る場合は その翌

々曰が休業)

平成６年12月31日出～ 平成７年1 月３日(火は 休業

交　　通

電車：信越本線 軽井 沢駅か

ら バスで軽井沢 高校前下 車

徒歩約20分

車：上信越自 動 車道碓井 軽

井沢インターより 約30分

電車：中央 本線茅野駅から

バスで美し 松入口 下車、徒

歩 約30分

車：上信越自 動車道佐久イ

ンタ ーより 約１時 間。中央

自動車道諏 訪インタ ーより

約45分

宿 泊 料

大人( 高校生以 上) ＝200 円

子ども(小･中学生)＝100円

大人( 高校生以上) ＝80(〕円

子ど も(小･ 中 学生) ＝4CX〕円

※市外の人はそ れぞ れ２ 倍になり ます。 料金には消費税

相当額が加算され ます。

暖 房 料 10月～翌年４月まで
１人50 円

10月～翌年４月 まで

１人200 円

食　　事 外食のみ（自炊不可） 出前可（自炊不可）

匣 利用日の１ヵ月 前から１ 週間前 まで に、直接教育委員会 学務課

(京 葉ガ スＦ 松戸ビ ル４階　 き66 －/45Z 番) へ

ご
利
用
く
だ
さ
い
林
間
学
園

（
軽
井
沢
荘

白
樺
高
原
荘
）

たのしい秋の青少年教室
会場 教　室　名 内　　　 容 日　　　 時 講　師 定員 教材贄

青

少

年

会

梟

館

親子で学ぶ

｢書のいろは｣

毛筆を使って、手づ

くりハガ キで年賀状

を完成させよう

9/17 ～10/29 の毎週

土曜日(全フ回)

午後２時30分

～４ 時30分

元東部小学校

校長

高橋康吉氏

10組 1,000円

生活のふしぎ 探索

生活の中でふしぎに

思うことを解決しま

す

9/17､10/1 ・8･22

の各土曜日

午後３時～５時

東京電力・気

象協会ほが

各

20人

無　 料

タップダ ンス

気分は「ブロ ード ウ
ェイ」？
みんなで楽しく 基本
がらレ ッスンし ます

9/18 ～10/23 の毎週

日曜日(全６回)

午後２時～４ 時

元宝 塚歌劇団

和佐まき氏

パント マイム

どのくらい自分を表

現することができる

かな？

9/17 ～10/15 の毎週

土曜日( 全５回)午後

２時30分～３時30分

汎マィ ムエ房

一輪車に挑戦

はじ めての人でも 乗

れるように楽し みな

から 挑戦しまし よう

9/17 ～10/22 の毎週

土曜日(全６回)午後

２時30分～４時30分

松戸一 輪車協

会
工藤五朗氏

「敬老 の日」おじい

ちゃん＆おばあちゃ

んと草笛コンサート

まずは鳴るかな？

簡単な曲に挑戦！

おじ いちゃんかおば

あちゃんと一緒に申

し込 み

9/15( 祝)

午後３時～５時

関東草笛の会

福島正辰氏 10組

秋の草花教室

｢知 つてあじ わう｣

秋の七草つで？草花

をしら べな がら、つ

いでにたべち やおう

9/18､10/2 ･16･23･

30の各日 曜日

午前９時～ 午後ｑ時

常盤平中学校

校長

佐久間俊行氏

ほか

20人 1,000円

馬

橋
市
民

.セ
ン

タ

｜

親子合作「 秋の七草

と手作り 団子」

おとなたちで秋を生

け、子ども たちでお

月 見だんごをつくり

ます

9/15( 祝)
午前９時～ 午後ｑ時

鳥井美恵子氏

ほか 各

10組
2,000円

お父さんとボクのオ

リジナル弁当づくり

お父さんと一 緒に体

によい自分のお弁当

をつくつてみよう

9/18(日)･25旧

午前10時～正 午

すずなすずしろ
伊東由紀氏

ほか

対 象 …市内 在住 ・在 学 の 青少 年 （小 学 校３ 年生 以 上 ）

圃 ９月12 日（月）必着 で 、 往復 ハガ キ に 住所 ・氏名 ・電 話 番 号 ・在 学 校名 ・ 学年 ・希望 の 教 室を 記入 し て 、

〒2/1 松戸 市新 松 戸 南２ －２ 松戸 青少 年 会 館 「秋 の 青 少年 教 室 」（ 酋44 －8556 番 ）へ

※ 返信 用 ハガ キを 持 っ て 直 接窓 口 で申 し 込 みも でき ま す 。申 し 込 み多 数 の場 合 は 抽 選と なり ま す。

楽しく学ぼう『成人講座』第２期を募集
科　　　　　 目 日　　　　　 程 時　　間 会　　場 講　　　 師 教 材 費 定員

昼

間

部

講

座

人権問題入門 10/21～11/18 の毎週金曜日(全5 回) 午後２ 時～３時30分 市民劇場 人権問題研究家 20人

読み、書き学級（識字学級） 10/4 ～3/28 の毎 週火曜
日

(年末年始・祝日を除く23 回)
午後１時30分

～３時30分
矢切公民館 社会教育指導員

柴田姜親氏
若干

江戸文化の残照を求めて 一小江戸探訪－ 10/5･19､11/2･16･30 の各水曜日 初回のみ午前10時～ 初回の み女性センタ ー タウンウォッチャー
表　弥生氏

交通費等実費 20人

綿入れ 半纒(はんてん)をつく ろう 10/4･11･18､11/1 ･8･15･22 の各火曜日 午前句時～正午 常盤平市民センタ ー 和裁講師　山地照子氏 巧人

自分で着るリフォーム(古着ﾜｲｼｬﾂの活用) 10/4 ～12/6 の毎 週火曜日(全10回) 午後１時～３時 矢切公民館 Ｕフォーム研究家
鈴木しづか氏 500円 15人

おしゃれな創作写真（ 初級編）講座 10/6 ～12/1 の毎 週木曜日(11/3 を除く) 午後１時30分
～３時30分

稔台市民センター
コマ ーシャルフォト
グラファー　斎藤等氏

展示費ほか4,50(〕円 30人

正月かざり（し めなわづくり ） 12/2 ・9･16 の各金曜日

午前10時～正 午

矢切公民館 農業　 川上いね氏 500円 20人

風景スケッチ入門講座 9/20･2Z･10/4･11･25､11/8･15･29､12/
6 の各火曜日

稔台市民センター 画家　 菊地健蔵氏 実費 30人

ボランティア入門体験講座 10/6･13･20･27､11/10･17の各木曜日 午後２時～４ 時 中央保健センター 保健婦・理学療法士ほが 交通費等実費 20人

新聞から みる 時事問題解説 10/13･27､11/10･24､12/8の各木曜日 午後３時～５ 時 常盤平市民センタ ー ジャ ーナリ スト
吉村信亮氏

30人

書道 一基本を学ぶ－ 9/29 ～12/8 の毎週木曜日(11/3 を除く)

午前10時～ 正午

小 金市民センター 日軽書道連盟会長
大角凡 徹氏

テキスト代3,50(〕円 30人

大人のためのやさしい算数教室 9/28 ～11/16 の毎週水曜日( 全８回) 馬橋市民センター 元教師　宮田英一氏 実費 30人

たのしい 折り 紙 9/30 ～10/28 の毎週金曜日( 全５回) 八柱市民センター 明折り 紙サークル 1,000円 30人

ふるさと歴史講座 9/16･30､10/7 ･14･21 ･28､11/11 ･18･25
の各金曜日

矢切公民館 市立博物館・戸定歴史
館等の学芸員

交通費等実費 30人

ふるさと文学散歩（講義） 10/6 ～11/17 の毎週木曜日(11/3 を除く) 午後１時～３ 時 二十世紀が丘市民ｾﾝﾀｰ エッセイスト 杉山宮 子氏
伝記作家　土屋 勉也氏

交通費等実費 30人

やさしい気象学 9/21･28､10/5･26､11/16 の各水曜日 午後２時～４ 時 常 盤平市民センター 気象大学教授
村松照男氏 30人

やさしい小唄 10/5 ～12/14の毎週水曜日(11/23を除く) 午後○時30分～ ｑ時30分
矢切公民館

小唄師匠　今村寿美氏 テキスト 代500円 20人

夜

間

部

講

座

星にまつ わるお話と 星の観望 10/14～2/10 の毎月第２金曜日 午後フ時～ ８時30分 天文教育普及研究会
小林昭彦氏

30人

ト ラブ ル防止のためのト ラベル英会話 9/27 ～12/6 の毎週火曜日(牲/15を除く)
午後６時30分～８時

市民劇場 英語教師
ジユＵア･ホワイト 氏

テキスト 代600円 25人

見て聞いて知るアジアの国々　パートII 10/5 ～11/9 の毎週水曜日(11/2 を除く) 女性センター 麗澤大学留 学生ほか 35人

みんなで考える世界史一東アｼﾞアの流れ－ 10/6 ～11/24 の毎週木曜日(11/3 を除く) 午後６時45分～８時 教育委員会６階会議室 聖徳高校教 諭
福田尚文 氏

20人

版画で年賀状 10/4 ～12/6 の毎週火曜日(全10回)
午後６時30分

～８時30分

勤労会館 日本孔版画作家連盟理事
遠山喜栄蔵氏 1,500円 20人

着物着付け 10/7 ～12/9 の毎週金曜日(全10回) 市民会館 着付け研究家及川幸子氏 5,Z00円 30人

週

末

講

座

歩き見て聞いた昭和の松戸(私の松戸の昭和史) 10/22､11/12､12/10 、1 /14､2/25､3/11 、
3/25 の各土曜日

午後１時30分～３時30分 勤労会館 郷土研究家渡辺幸三郎氏
30人

日野富子の生 涯と生き方 10/15～11/12 の毎週土曜日(全５回) 午後フ時～９時 市民会館 元 高校講師斎藤晶子氏
30人

社交ダ ンス初心者講座 10/8 ～12/10 の毎 週土曜日(全10回) 正午～ 午後２時 矢切公民館 ダ
ンス講師

和島雄治郎氏
テキスト 代100円 ﾍﾟﾌﾌ

10組

秋のハィキング―歩く楽しみ― 10/15(土) 終日 佐倉市内 市職員が引率します 交通費等実費 ∠10人

対象…市内在住・在勤の16歳以上の人

圃 ９ 月13 日(火)必 着 で往 復 ハガ キ に希 望 科目 ・住 所 ・氏 名 ・年 齢 ・電 話番 号 ・返信 用 あ て名 を 記 入 し て、 〒271 松戸 市 上 矢 切299 －1 総 合 福祉 会 館 内矢 切公 民 館( 昔68 －1214 番) へ

※往復ハガキ1枚につき１人・１科目記載のこと。定員を超えた科目は抽選となります。定員に満たない科目は９月20日(火)から電話で受け付けます。

白
樺
高
原
荘



報情

ナ

イ

ス
ワ

ー
ク
セ

ミ

ナ

ー
（
女

性

の

た

め

の

再

就

職

準

備

セ

ミ

ナ

ー
）

1
0月
４
日
内
・
５
日
團
・
７
日

面
・
1
2日
困
、
午
前
1
0時
～
午
後

３
時
　

会
場
勤
労
会
館
　

対
象
再

就
職
を
希
望
し
、
全
日
程
に
出
席

で
き
る
女
性
　

定
員
先
着
三
十
人

費
用
無
料

※
セ
ミ
ナ
ー
修
了
者
の

う
ち
二
十

人
に
、
1
0月1
8日
よ

Ｊ
日

足

・
口

曜
を
除
く
）
に
無
料
の

パ
ソ
コ

ン
ー
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会
を
予
定

圉
午
前
８

時
4
5分
か
ら
、
電
話
で

千
葉

雇
用
促
進
セ
ン

タ
１
｛
1
0
4
3

－

2
4
8
－
7
7
6
6

番
へ

き

も
の

着
付

け

と

帯

結

び

①
９
月
2
5日
照
と
1
2月
1
8日
ま

で
の
第

∵

三
・
五
日

曜
日
、
午

前
1
0聘
～
正

午
②
９

月
2
8日
圉
と

1
2月
2
1日
ま
で
の
第

∵

三
・
五

水
曜
日
、
午
後
１
聘
～
３
聘
　
会

場
小
金
原
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用

各
全
八
回
七
千
五
百
円
（
前
納
）

蠢
安
達

｀
4
3－
6
8
9
8

番

※タ イト ルが 色刷 りの もの は、

市 の主 催で す。

干葉県北西 部の高校サッ カー部が競い 合う１ 年生大 会で、 市立松戸高校か優勝しまし た。

マ

イ

カ

ー

点

検

教

室

９
月
1
0日
出
午
前
1
0時
3
0分
～

午
後
３

時
　

会
場
東
部
ス

ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
　

内
容
学
科
と
実
技
　
対

象
運
転
免
許
所
持

者
　
定
員
先
眷

四

十
人
　

費
用
無
料
（
昼
食
付
き
）

持
ち
物
軽

作
業
が
で
き
る
よ
う
な

服
装

圉
千
葉
県
自
動
車
整
備
振
興
会
松

戸
支
部
（
旭

自
動
車
）｛
1
9
2－
3
3

1
1
番
（
午
前
９

時
～
午
後
５
時

ま
で
）
へ
　
　
　
　
　
　
　
　

’

パ

ッ
チ

ワ

ー
ク

ー
キ

ル

ト

講

習

会①
９
月
1
6日

脂
・
3
0日
脂
午
前

1
0時
～
正
午
②
９

月
2
2日
用
・
2
9

日
團
午
前
1
0時
～
正
午
　

会
場
①

＝
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー
別
館
②

＝
小
金
原
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用

各
二
千
五
百
円
（
材
料
費
含
む

）

内
容
ロ
ダ
キ
ャ
ビ
ン
の
コ
イ
ン
ケ

ー
ス
と

バ
ラ
の
花
の
ポ

ー
チ
の
製

作頽
安
達

｀
4
3－
6
8
9
8

番

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

講

習

会

９

月
1
7日
出
午
後
１
時
3
0分
～

３

時
3
0分
　

会
場
青
少
年
会
館
樋

野
口
分
館
　

費
用
無
料
　

対
象
高

校
生
以
上
の
人
（
三
十
歳
未
満
の

青
少
年
優
先
）
　

定
員
先
着
二

十

人
　

持
ち
物
運
動
着
・
上
履
き

圃

電
話
で
青
少
年
会
館
？
4
4
j
8

5
5
6

番
へ

税

金

の

学

習

会

９

月
1
6日
窗
午
後
２
時
～
４

時

会
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
室
　
内
容
消
費
税
に
つ
い

て
　

講
師
参
議
院
議
員
・
村
田

誠

醇
氏
　

費
用

資
料
代
三
百
円

圜
松
戸
市
の
福
祉
を
考
え
る
会
・

齊
藤
四
6
6
j
8
5
0
9
番

は

じ

め

て

の

油

絵

・

初

心

者

の
た
め
に
―
ヌ
ー
ド
・
モ

デ
ル
を
描
く
―

９

月
1
4日
～
1
0月
５
日
の
毎
週

水
曜
日
（
全
四
回

、
午
前
1
0時
～

正
午
　

会
場
八
ヶ
崎
市
民
セ
ン

タ

ー
　

費
用
六
千
円
（
モ

デ
ル
代
含

む
）

黯
油
絵
サ
ー
ク
ル
貝
の
花
・
石
田

｛
1
6
4－
0
1
4
3

番

Ｈ

Ｒ

松

戸

話

し

方

教

室

９
月
1
4日
Λ

１１
月
1
6囗
の
毎
週

水
曜
日
〔
全
八
回

、
①
午
後
１

時

3
0分
～
４
時
②
午
後
６
時
3
0分
～

９

時
　

会
場
市
民
劇
場
　

費
用
八

千
円

頽
田

村
｀
4
5－
8
1
5
0

番

講
座
・
講
演

幼

児

家

庭

教

育

学

級

９

月
3
0
日

～
1
1
月
2
5
日

の

毎
週

金
曜
日
、
午
前
1
0
時
工
…
一
時
3
0
分

会

場

常
盤

平

体

育

館
　

対

象

平

成

２

年
９

月

１

日

～
３

年
８

月
１

日

の

間
に

生
ま

れ

た

幼
児

と

そ
の

親

内

容

こ
ど

も

と

遊

び

・
心

の

発

達

ほ

か
　

講
師

日

本
児

童
遊

戯

研

究

所

・

有
木

昭

久

氏
ほ

か
　

定

員
三

十

人
（
応
募

多

数

の

場

合
は

抽

選

）

匣
９

月
1
6
日

窗
〔
消
印

有

効

〕
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
親
子

の

氏

名

・
電

話

番
号
・
親

の

年
齢
・

子

供
の

生
年

月

日
を

記

入
し

て

、

〒
2
7
1松
戸

市

上

矢
切

二

九

九
－

一

矢

切
公

民

館

幼

児

家
庭

教

育

学
級

係
（
｛
。
6
8－
1
2
1
4

番

｝
へ

看

護

力

再

開

発

講

習

会

1
0月
1
4
日

吻
一
か
ら

六

日

間
　

会

場

市

立
病

院

ほ

か
　

対

象

有

資
格

者

で

再

就

職

を

希

望
す

る
人
　

費

用

無

料

惠
９

月
3
0
日

溺

ま
で

に

、

電

話
で

千

葉

県

ナ

ー
ス

セ

ン

タ
１

一`
0
4
3
－

2
4
7
－
6
3
7
1

番

へ

国

民

年

金

生

き

が

い

講

座

ｎ

月
1
4日

㈲
午
後
１

時
～
1
5日

㈹
午
後
２

時
〔
一
泊
二
日
〕
　

会

場
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
「
そ

と
ぼ
う
」
（
夷
隅
郡
岬
町
）
　

対

象
二
十
歳
以
上
の
人

八

十
人
（
応

笏
多
数
の
と
き
は
抽
選
）
　

費
用

七
千
五
百
円
　
内
容
年
金
・
教
養
・

健
康
・
趣
味
（
園
芸
・
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
）
の

各
講
座
と
健
康
相

談
、
年
金
相
談

匣
1
0
月
1
5
日
出
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
「
生
き
が
い
講
座
希
望
」

と
明
記
し
て

、
①
趣
味
の

講
座
（
園

芸
ま
た
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

ど
ち
ら
か
を
選
択
）

②
住
所

③
氏

名
④
年
齢
⑤
性
別

⑤
電
話
番
号
を

記
入
し
て
、
〒
2
6
0
千
葉
市
中
央
区

市
場
町
一
－

一
千
葉
県
社
会

部
国

民
年
金
課
内
㈱
千
葉
県
国
民

年
金

福
祉
協
会
（
｛
ｌｍ

－
2
2
3
－
2
3
8

2
番
｝
へ

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

体

験

講

座
「
人

形

操

作

に

挑

戦

」

９

月
2
2日
～
1
0月
６
日
の
毎
週

木
曜
日
、
午
前
1
0時
～
正

午
　
会

場
お
は
な
し
キ

ャ
ラ
バ
ン

事
業
所

（
新
松
戸
）
　
練
習
演
目
ヘ
ン
ゼ
ル

と
グ
レ
ー
テ
ル
　

定
員
先
着
二
十

人
　

費
用
テ
キ
ス
ト
代
五
百
円

隰
９

月
６
日
㈹
か
ら
、
電
話
で

市

立
図
書
館
・
1
6
5
1
5
1
1
5番
へ

福

祉

と

の

ふ

れ

あ

い
入

門

教

室
９

月
2
2日
困
［
講
習
∵
2
7
日
㈹

］施
設
実
習
〕
、
時
間
は
と

も
に
午

前
1
0時
～
午
後
４
時
　

会
場
鎌
ヶ

谷
市
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
人

鎌
．

ヶ
谷
市
初
富
）
　

内
容
社
会
福
祉

施
設
で

の
体
験
を
通
し
て

、
福
祉

に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
習
得
す

る

定
員
先
着
三
十
人

圉
電
話
で

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

一`
0
4
3

－
2
4
8
－
1
2
9
4

番
へ

保
健
・
衛
生

三

歳

児

健

康

診

査

９
月
６
日
・
1
3日
・
2
0日
・
2
7

日
の
各
火
曜
日
　
対
象
平
成
３
年

５
月
生
ま
れ
の
幼
児
　

会
場
松
戸

保
健
所

※
健
康
診
査
の
通
知
が
届
か
な
い

人
は
、
ハ
ガ
キ
に
左
記
要
領
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ハガ キ記 入要 領
黯
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課

容
6
1

－
2
1
2
1

番

愛
の

献
血

日　　　時 会　　場 －主　 催

９／６(火)
午前10眄～午後４時

西友 常 盤平店
松戸中央

ライオンズクラブ

14困

午前10時～們時∠15分と
午後１時～４時

イトーヨーカ堂
八柱店入口

松戸南

ライオンズクラブ

16宙
午前９時30分～竹時20分と

午後Ｏ時30分～３時30分

馬 橋 駅 東 口 松
戸北

ロータリークラブ

蠢健康管理課業務係昔66づ487 番

病

態

別

栄

養

指

導

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
肥
満
な
ど

の
成
人
病
の
予
防
は

、
い
か
に
良

い
生
活
を
持
続
で

き
る
か
が
ポ
イ

ン
ト
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
松
戸

市
で

は
市
医
師
会
の
協
力
の
も
と
、

病
態
別
栄
養
指
導
を
行

っ
て

い
ま

す

手

約
制
）
。

実
施
日
毎
週
火
・
金
曜
日
、
午

前
９

時
～
午
後
４

時
　
会
揚
中
央

保
健
セ
ン

タ
ー

蠢
健
康
管
理
課
松
戸
方
面
保
健
室

｛
1
6
6－
7
4
9
0

番

療

育

相

談

９

月
８

日
内
午
後
１
時
～
１

時

3
0分
の
聞
に
受
け
付
け
　

会
場
松

戸
保
健
所
　

対
象
乳
児
の
股
関
節

脱
臼

検
診
未
受
診
者
、
整
形
外
科

学
領
域
の
診
察
・
相
談
等
を
希
望

す
る
十
八
歳
未
満
の
人

惠
電
話
で

松
戸
保
健
所
保
健
指
導

課｛
1
6
1－
2
1
2
1

番
へ

地域職業訓練センター各種講座

資格・検定・教養講座

講　座　名 日　　　　　　　程 定員・費用

日商簿記３級

受 験 講 座

9/26～11/11の毎週月・水・金曜日（全20回）

午後ら時45分～８時45分
15人20,000円

(15,000円)

日 常 英 会 話

初　 級 （１ ）

9/29～12/22の毎週木曜日（全12回）

午前10時～們時30分
各20人

17,000円日 常英会話

初 級（2 ）

9/30～12/16の毎週金曜日（全12回）

午前扣時～竹時30分

鎌　 倉　 彫

入 門 講 座

10/12～3/22 の毎月第２・４水曜日（全10回）

午後１時30分～３時30分

15人

13,000円

日本画初心者

入 門 講 座

10/4 ～3/7 の毎月第１・３火曜日（全切回）

午前佃時～11時30分

15人

巧,000円

日曜大工講座
10/9 から１年間　毎月第２・３日曜日

午前９時～正午　　　　　　　。

20人

30,000円

男の料理教室
10/8 ～3/11 の毎月第２土曜日（全６回）

午後３時～５時

５人

18,000円

気功・太極拳

入 門 講 座

10/5 ～1 /25の毎月第１ ・２・４水曜日（全12口）

午後フ時～８時30分

35人

12,000円

ヨ　 ー　 ガ

入 門 講 座

10/7 ～12/16の毎週金曜日（全竹回）

午前10時30分～正午

20人

11,000円

手 話 講 座

①10/11 ～12/13 の毎 週 火 曜日　 午 前 ９ 時30 分 ⌒司1 時30 分

②10/14 ～12/16 の毎 週 金 曜日

午 後ら 時30 分～ ８ 時30 分 （全10 回 ）

各30人

5,000円

ワ ープ ロ・ パ ソコ ン講座

パソコン・ワープロ

入門講座

毎月２回程度実施

１週間のうち２日間ン1日３時間延べ６時間コース

各６人

5,000円

パソコンワープロ

ＦＭ－ＯＡＳＹＳ基礎講座

①11/7(月)･10《木)･14(月)･17(木)午後

②12/2廊･６(火)･９圈･13(火)午前
③2/18CL)･25出

各10人

12,000
円

(8,000円)

パソコンワープロ

ＦＭ－ＯＡＳＹＳ応用講座

①1 /19休)･24(火)･26(木)･31(火)午前

②3/18山一25山

各10人
12,000円
(8,000円)

ワープロソフト

ー 太 郎 入 門 講 座

①11/12出･19巾

②1/ 恨水)･20廊･25冰)･27刪 午後
③３／７(火)･９休)･14(火)･16内 午前

各10人

12,000円
(8,000円

表計算ソフト

ＬotUS1-2-3入門講座

①10/4( 火)･７愬･11( 火)･14固･ 恨 火)･21圀 沒間

②10/15( 士)･22圉　 ③12/2 刪･ ６(火)･９固･13( 火) 午 後

④ ２／６(月)･９(木)･13(月)･16内 午後

各10人

12,000
円

(8,000円)

表計算ソフト

ＬotUS1-2-3フォロー講座

①10/27(木)､11/1(火)午後　②10/29(土)

③1 /13瀏･17(火)午前
④2/21㈲･23困 午後

各10人
6,000円
(4,000円)

表計算ソフト

ＬotUS1-2-3応用講座

①11/7(月)･1(X本)･14(月)･伊本)午前
②1 /19(木)･24(火)･26困･31(火)午後
③３／４出･11出

各10人
12,000円
(8,000円)

データベースソフト

ＴｈｅＣＡＲＤ入門講座

①２／６(月)･９(木)･13(月)･16(本)午前

②３／７(火)･９(本)･14(火)･16休)午後　．

各10人
12,G00円
(8,000円)

MaCintoSh

パ　 ソ　 コ　 ン　 講　 座

9/19(月)～22(木)

①午前　②午後

各10人

10,000円

※午前＝午前９時30分～午後〇時3口分、午後＝午後1時30分～４時30分

夜 間 こ午 後 ら 時30 分 ～ ８ 時30 分 、 土 曜日 は 午 前10 時 ～ 午 後 ５ 時

※申 込受 付 は 原 則と し て 先 着順 で す 。

費 用 のう ちO 　内は 会 員 事業 所 ま た は 団体 会 員 の メン バ ー の 場合 で す 。

講 座に よ っ て は 記載 し た 費用 の ほ か、 材料 費 等 が かか る も のも あり ま す。

講 師 の 都合 等 で日 程 の 変 更、 ま た は 受 講者 が 少な い 場 合 は 講座 を 開 講し な い こ とも あ り

ま す。

蠢 松 戸 地域 職 業 訓練 セ ンタ ー( テク ノ21) 登49 －3200 番( 小 金 原1 づ9 －3)

チャンネル



情報チャンネル

お
は

な
し

キ

ャ

ラ

バ

ン

期　日 会　　楊 時　　間 形　態

９／７團 図書館本館 午後３時・４時（２回）

おはなし会

8附

馬橋市民センター 午後３時～４時

移動図書館「みどり号」駐車場

（北松戸・仲台公園）
午前10時50分～11時30分

９廁 稔台市民センター 午後３時～４時

1則

移動図書館「みどり号」駐車場

①梨香台団地
②高塚団地

③セイコー高塚寮
④野菊野団地

①午前10時50分～11時30分

②午後１時10分～１時50分
③　　２時10分～２時40分

④　　３時20分～４時

対象…３歳～９歳くらい　費用…無料
でんわおはなしキャラバン

昔ｱﾌｰO{〕00番

催

し

物

ま

つ

た

け

料

理

と

紅

葉

の

湯
の
丸
高
原
ハ
イ
キ
ン
グ

1
0月
1
5日
出
～
1
6日
㈲
〔
1
5日

午

前
７

時
1
5分

松

戸
駅
西

口
集

合
〕
　
場
所
長
野
県
湯
の
丸

高
原

費
用
二
万
六
千
五
百
円
（
バ
ス

代
・

一
泊
二
食
、
保
険
料
含
む
）
　
定

員
先
着
三
十
人

残

松
戸
工
業
連
合
会
文
化
活
動
協

力
会
・
上
野
容
6
3－
4
3
7
4

番

(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
正
午
～
午

後
５

時
）

ま

つ

ど

女

性

囲

碁

大

会

９
月
2
4日
出

午
前
９
時
3
0分
受

け
付
け
　

会
場

常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー
別
館
　

費
用
二
千
円
（
昼
食

代
含
む
）

圃
９
月
1
7日
出
ま
で
に
、電
話
で
と

き
わ
だ
い
ら
少
年
少
女
囲
碁
ク
ラ

ブ
・
萩
谷
登
8
6－
3
2
2
9

番
へ

と

も

し

び

読

書

会

９

月
2
2日
内
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
女
性
セ
ン
タ

ー
　
テ
キ
ス
ト

平
岩
弓
枝
著
「
花
影
の
花
」
　

費

用
七
百
円
（
初
め
て
の
人
は
無
料
）

黷

秋
山
合
8
4
1
5
1
6
6
番

松

戸

史

談

会

・

歴

史

が

結

ぶ

ふ

る

里

の

古

道

「

旧

下

妻

街

道

を

探

る

」

９

芒
1
1
1
1

一
日

㈲

午

前
1
0
時
Ｊ

Ｒ

武

蔵

野

線

吉
川

駅

改

札

口

集

合

（
雨

天

の

と

き
は
1
8
日

収
に

延

期
）

コ

ー

ス

吉
川

駅

前

～

草

加

市
柿

ノ

木

町

の

東

漸

院
～

八

坂

神

社
～

女

体
神
社
な
ど
、
徒
歩
約
七
㌔
　
費

用

資

料

代
三

百

円

（

昼

食

持
言

閲

神

尾

昔
4
1－
2
4
5
8

番

青

年

講

座

「
秩

父

路

さ

わ

や

か

サ

イ

ク

リ

ン

グ

」

1
0月
1
5日
出
～
1
6日

収

二

泊

二
日

〕
　
内
容
1
5日
＝

自
転
車
講

習
・
親
睦
バ

ー
ベ
キ
ュ

ー
、
1
6日

＝
サ
イ
ク
リ
ン
グ
（
四
十
諺
）
　
対

象
十
六
～
三
十
歳
の
人
　
定
員
先

着
二
十
人

費
用
二
千
円

圉
電
話
で
青
少
年
会
館
音
4
4
1
8

5
5
6

番
へ

松

戸

市

婦

人

グ

ル

ー
プ

展

９
月
1
4日
團
～
1
8日
収
、
午
前
1
0

時
～
午
後
６
時
（
1
8日
は
午
後
４

時
ま
で

）
　
会
場
文
化

ホ
ー
ル

費
用
無
料

展示 種目 グループ名

ペ ン 習 字
松戸ペン習字グラフ
常盤平ﾍﾞﾝ習字ｸﾗ ﾌﾞ

編　　物 あ ひ る の 会

木目込人形 和　　 光　　 会

放 送利 用 い　 ど　 ぱ　 た

袋　　 物 松戸鵠 手工芸ｻｰﾜﾙ

折 り 紙
松戸折り紙サークル
明折り紙サークル

家庭クリー

ニング

第 一 青 藍 会

固
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
容
6
6

－
7
4
6
2

番

障
害

者

の

た

め

の

研

修

親

睦

旅

行９

月
2
3日
冊
～
2
4日
出
　

行
き

先
新
潟
県
湯
田
上
温
泉
　
対
象
市

内
在
住
で
身
体
障
害
者
手
帳
を
持

っ
て

い

る

人
・
先

着
八

十

五
人

費
用
一
万
六
千
円

固
松
戸

市
身
体
障
害
者
福
祉
会
事

務
局
・
松
田
昔
8
4
1
2
5
9
2
番

（
午
後
6
時
～
1
0
時
）

敬

老

の

集

い

1
0月
２
日
㈲
午
前
1
0時
3
0分
か

ら
　

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1小
ホ
ー

ル
　

内
容
新
舞
踊
　
対
象
市
内
在

住
の

高
齢
者
　

費
用
無
料

足

場

券
が
必
要
で
す
)

圃
電

話
で
野
見
山
昔
4
2－
4
8
6

1
番
へ

い

ぶ

き

の

広

場

バ

ザ

ー

９
月
2
5日
収
午
回

１１
時
～
午
後

２

時
　
会
場
い
ぶ

き
の
広
場
（
五

香
六
実
二
四
六

上

二
）

問

社
会
福
祉
法
人
松
の
実
会
い
ぶ

き
の
広
場
公
8
9－
1
0
1
0

番

図

書

館

市

民

講

座

「
西

武

線

に
乗

っ

て

美

術

館

め

ぐ

り

」

①
９

月
2
4日
出
②
９
月
2
8日
困

各
回
と

も
午
前
９

時
2
0分
に
松
戸

駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
集
合
、
午

後
３

時
ご
ろ
現
地
解
散
　
コ

ー
ス

三
井
文
庫
別
館
(
千
利
休
展
）
～
い

わ
さ
き
ち
ひ
ろ
絵
本
美
術
館
（
没

後
二
十
年
特
別
展
）
～
石
神
井
公

園
〔
昼
食
（
持
参
）
、
軽
い
ス
ケ
ッ

チ

も
楽
し
め
ま
す
〕
～
練
馬
区
立

美
術
館
（
山
口
薫
展
）
　
定
員

各

回
三
十
五
人
（
応
募
多
数
の
と
き

は
抽
選

）
　
費
用

交
通
費
・
入
場

料
（
団
体
料
金
）
は
自
己
負
担

圃
９
月
1
0
日
出
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に

希
望

期
日
・

住
所

・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
図
書
館

利
用
カ

ー
ド
番
号
を
書
い
て
、
〒

2
7
1
松
戸
市
松
戸
二
〇
六
〇
市
立
図

書
館
（
登
6
5－
5
1
1
5

番
）
へ

※
（

ガ
キ

ー
枚
に
つ

き
二
人
ま
で

有
効

松

戸

ス

ウ

ィ

ン

グ

ー
セ

ピ

ア

フ
ァ

ミ

リ

ー
・

コ

ン

サ

ー

ト

９
月
1
8日
㈲
午
後
６
時
開
演

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー
　
費

用
無
料
　
内
容
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・

ジ
ャ
ズ
、
ラ
テ
ン

、
ポ
ピ
ュ
ラ

ー

な
ど

閲
中
島
容
8
5－
7
9
6
8

番

姉

妹

都
市

友

好

事

業

英

語

ス

ピ

ー
チ

コ

ン

テ

ス

ト

９
月
1
7日

出
午
後
１
時
か
ら

会
場
市
民
劇
場
　
内
容
市
内
の
中

学
生
・
高
校
生
が
、
ふ
だ
ん
感
じ

て
い
る
事
や
訴
え
掛
け
た
い
こ
と

を
英
語
で

発
表

雙

㈱
国
際
交
流
協
会
（
市

役
所
内
）

借

地

借

家

の

無

料

相

談

９
月
1
4日

㈲
午
後
１

時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
類
等
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

固

松
戸

借
地

借

家
人

組
合
昔
4
1

－
8
2
7
9

番

図

書

館

市

民

講

座

「
ち

ば
文

化

祭

見

学

バ

ス

ツ

ア

ー
」

９
月
1
8日
㈲
午
前
９

時
4
5分
市

立
図
書
館
本
館
前
集
合
、
午
後
５

時
ご
ろ
帰
着
予
定
　

行
き
先
幕
張

メ
ッ
セ
国
際
展
示
場
、
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
　

定
員
先
着
三
十
二
人

費
用
無
料
、
昼
食
付
き
　
内
容
千

葉
の
生
活
文
化
の
展
示
と
サ

ー
カ

ス
や
チ

ェ
リ
ッ
シ
ユ
な
ど
の
コ
ン

サ

ー
ト
を
楽
し
む

圃
９
月
６
日
内
か
ら

、
電
話
で

図

書
館
昔
6
5－
5
1
1
5

番
へ

小

金

原

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

ク

ラ

ブ

合

同

展

覧

会

９
月
1
7日
出
～
1
9日
囲
、
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
1
9日
は
正
午
ま

で
）
　

会
場
小
金
原
市
民
セ
ン

タ

ー
　
参
加
ワ
ラ
フ
墨

絵
・
俳
句

‘

華
道
・
編
み
物
の
各
ク
ラ
ブ

固
小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
容

4
4－

８
（
乙
７
０

番

松

戸

子

ど

も

劇

場

高

学

年

例

会
９

月
1
5日
竕
午
後
５
時
3
0分

開

演
　

会
場
市
民
会
館
　

費
用
三
千

五
百
円
　
内
容
黒
坂
正
文
コ
ン
サ

ー
ト
「
生
き
る
っ
て
ナ
ニ
！
？
」

圀
松
戸
西
子
ど
も
劇
場
事
務
局

容

町
¶－
１
ｇ
）Ｏ
（
ｈ）
番

絵

本
「

り

ん

ご
の

花

」
コ

ン

サ

ー
ト

と

原

画

展

９
月
2
3日
竭
午
前
1
0時
開
演

会
揚
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用

千
五
百
円
　

内
容
ア
イ
ル

ラ
ン

ド

の
民
族
楽
器
ハ
ン
マ
ー
ダ
ル
シ
マ

を
ベ
ー
ス
に
し

た
演
奏
、
児
童
文

学
作
家
後
藤
龍
二

氏
・
長
谷
川
知

子
氏
の
お
は
な
し

固
コ
ン
サ

ー
ト

実
行
委
員
会
・
小

林
音
6
5
1
7
3
0
7
番

看

護

職

員

再

就

業

相

談

９
月
3
0日
脂
午
前
1
0聘
～
午
後

３
時
　
会
場
松
戸
保
健
所
　
費
用

無
料

鬩
千
葉
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
１

容
0
4
3

－
2
4
7
－
6
3
7
1

番

難

病

相

談

（

在

宅

療

養

者

の

つ

ど

い
）

９
月
2
2日
閑
午
後
１

時
～
４
時

会
場

東
葛

飾
合
同
庁
舎
六
階
会
議

室
　

内
容
①
神
経
系
難
病
に
関
し
、

医
師
を
ま
じ
え
て
療
養
上
の

悩
み

を
話
し
合
う
②
リ
ハ
ビ
リ
の
実
技

講
師
旭
神
経
内
科
病
院
長
旭
佞
臣

氏

、
市
場
医
院
市
場
謙
二
氏

、
池

亀
小
児
科
医
院
池
亀
卯
女
氏
ほ
か

隰
９

月
1
4日
困
ま
で

に
、
電
話
で

松
戸
保
健
所
予
防
課
昔
町
－
2
1

2
1
番
へ

松

戸
ま
つ

り
素
人
の

ど
自
慢
大
会

地
区
予
選
会

＼ 地　区 日　時 会　場 問い合わせ

歌

謡

の

部

本　疔
9/25 日
午後１時から

伊勢丹松戸店

(雨天の場合商
工会館)

岩田
登64－6657番

稔　台
八　柱

９／恨日）
正午から

イト ーヨ ー カ堂

八柱店

駐車場内特設会場

武藤

昔85－6300番

常盤平
高　木

9/25(日)
午後１時から

常盤平市民セン

ター

山崎

f187－4905番

小　金

小 金原

９／Ｓ日）

午後１時から

小金原中央商店

会広場
平岡 ゛
酋42－8402番

馬　橋
9/18(日)

午後２時から
万満寺境内特設
会場

岡沢

さ41－2600番

栄　町
9/23(蜀
午後１時から

古ヶ崎市民セン

ター

光岡

S63 －6326番

民
謡
の
部

全　市
9/25(日)

午前10時から

常盤平市民セン

ター

山崎

a87 －4905番

対象市内在住・在勤の人（複数地区での参加不可）費用無料

※決勝大会は10月 ２日（日淞 戸 まつり 会場で行 われます。

見
に
行
こ
う

聴
い
て
み
よ
う

＝
文
化
施
設
だ
よ
り
＝

醴市民会館

昔68－123Z番
閲市民劇場f168－0070番

閲 社会教育課市民文

化係昔66－7462 番

閲文化ホール

f167－7810番

凹戸定歴史館

き62－2()50番

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

匐
／
１
田

2
5日

2
3呪

1
8日

1
7圉

９
／
1
1日

期
　
日

坂
東
流
志
扇
会
3
0
周
年
記
念
舞
踊
発
表
会

尾
崎
一
夫
歌
謡
教
室
音
楽
祭

芝
居
「
幸
福
へ
の
道
ゆ
き
」
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
☆

ヤ
マ
ハ

シ
ョ
パ
ン
フ
ィ
ル
ム
コ
ン
サ
ー
ト
☆

さ
と
う
宗
幸
　
野
の
花
コ
ン
サ
ー
ト
☆

花
寿
美
流
舞
踊
発
表
会

内
　
　
容

1
1一
0
0

1
6一
3
0

詔
一
ｍ
Ｊ

1
7一
鬧
Ｊ

惘
一
0
0

1
8一
0
0

1
0一
0
0

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

開
演
時
間
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

1
0／
４
㈲

2
5日

2
3㈲

1
8旧

1
5固

９
／
1
0田

期
　
日

講
演
会

ズ

生
で
も
つ
と
も
輝
く
と
き
」
☆

西
脇
教
室
合
同
カ
ラ
ォ
ヶ
発
表
会

日
本
舞
踊
発
表
会

ジ
ヤ
ン
キ
ー
ホ
ー
ン
ズ
ジ
ヤ
ズ
バ
ン
ド
の
演
奏
会

カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト

菊
若
流
舞
踊
発
表
会

照
藤
会
舞
踊
発
表
会

内
　
　
容

1
8一
3
0

1
0一
ｍ
Ｊ

1
2一
3
0

憫
一
3
0

1
8一
0
0

1
1一
ｍ
Ｊ

1
1一
閨
一

開
演
時
間

西 東
期
間

創
人

蒼
展

百
星
会

篆
刻
作
品
展

９
／
９
廁
ま
で

佐
藤
楊
子
「
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ラ
ワ
ー
作
品
展
」

油
絵
サ
ー
ク
ル
貝
の
花

作
品
展 1

0田
～
2
3蜘

竹
盛
会

竹
工
芸
展

宇
田
川
博
史「
栖
富
展
」

（
富
士
岳
写
真
展
）

2
4山
～
句
／
７
廊

※
月
曜
日
は
休
館
。
開
館
時
間
…
午
前
1
0
時
～
午
後
６
時

４
㈲
～
　
　
９
日

４
㈲
～
　
　
９
日

1
0／
１
出
～
　
　
２
日

刀
一
両
～
1
0／
２
剛

2
0㈲
～
　
　
2
5目

1
4困
～
　
　
1
8日

９
／
９
圀
～
　
　
1
1日

期
　
　
間

ふ
れ
あ
い
広
場
ポ
ス
タ
ー
展

創
美
会
展

小
中
学
生
観
光
絵
画
展

丙
辰
書
展

陶
芸
ク
ラ
ブ
清
窒
会
展

松
戸
市
婦
人
グ
ル
ー
プ
展

松
戸
市
小
中
学
校
理
科
作
品
展

内
　
　
容

入
館
時
間
…
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分
（
月
曜
日
は
休
館
）

入
館
料
…
大
人
　
六
十
円
・
高
大
学
生
　
四
十
円
・
小
中
学
生
　
二
十
円

９
／
７
圉～

匐
／
２
日

期
　
　
間

通
常
展
「
徳
川
昭
武
と
そ
の
時
代
」

－

１
８
６
７
年
パ
リ
万
博
を
中
心
に
－

内
　
　
容

市民会館
文 化 ホ ー ル
ギャラリー

市民劇場

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

松戸駅市民

ギャラリー

戸定歴史館



市

民

体

育

祭

（

弓

道

大

会

）

９
月
2
3日
吩
９
時
3
0分
か
ら

会
場
運
動
公
園
内
弓
道
場
　
対
象

市
内
在
住
の
人
（
学
生
を
除
く
）

費
用
五
百
円

圃
当
日
午
前
９
時
1
5分
ま
で

に
会

場
で

固
松
戸
市
弓
道
連
盟
・
奥
田
昔
4
2

－
0
7
5
2

番

日　時 会　場 費用 申し込み

9 /11(日)
午前９時～

正午
※小雨決行

五香西町

ちびつ子
広場

保険料

百円 当日会場で

問体育指導委員
山方き87－9009番

18(日)

午前９時～
正午

新松戸
中央公園

無

料

当日会場で

問体育指導委員
木下き45－3429番

ス
ポ
ー
ツ
教

室

教室名 日　　時 会　　場 対.･　象 費用

水泳教室

10/4 ～11/8 の
毎週火・金曜日
(10/11 を除く)

午後３時～５時

クリーンセンタ

ー屋内プ ール
市民・40人

無

料

体操教室

10/ 7 ～12/ 9 の

毎 週金曜日

午後 ∠1時～５時30分

運動公園
体育館 小学生

１～３年生

各60人青少年会館

圃
９
月
1
9
日
㈲
必
着
で
、
往
復
ハ

ガ
キ
に

住
所
氏

名
（
フ
リ

ガ
ナ
）・

年
齢
（
学
年
）・
電
話
番
号
を
記
入

し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
上

本
郷
四
四

三
四
運
動
公
園
内
ス

ポ
ー
ツ
課（
容

6
3－
9
2
4
1

番
）
へ

（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

ベルギー

青
年
講
座
・
３
o
n
３
バ
ス
ケ
ッ

ト

ボ

ー

ル

講

習

会

1
0月
５
日
困
・
７

日
窗
・
９
日

照
の
う
ち
都
合
の

良
い
日
一
日
、

午
後
６

時
3
0分
～
９

時
（
９
日
は

午
後
１

時
～
３
時
に

講
習
会
、
３

時
3
0分
～
７
時
に
親
睦
大
会
）

会
場

青
少
年
会
館

費
用
二
百
円

（
保
険
料
含
む
。
親
睦
大
会
参
加

者
は
五
百
円
）
　
対
象
十
六
～
二

十
歳
の
三
人

一
組
の
チ

ー
ム
で

匣
電
話
で

青
少
年
会
館
登
4
4－
8

5
5
6

番
へ

（
先
着
順
）

ソ

フ
ト

テ

ニ

ス

教

室

９

月
～
1
2月
の
間
の

①
毎
週
木

曜
日

午
前
1
0時
～
正

午
②
毎
週
火

曜
日

午
後
７
時
～
９

時
　
会
場
①

栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場

②
金
ヶ
作
公

園
庭
球
場
　

対
象
市
内
在
住
・

在

勤
の
人
　

費
用
①
六
千
円
②
七
千

円
　

定
員
先
着
各
二
十
人

圃

①
９

月
８

日

困

②
９

月
６

日

㈹
・
1
3日
㈹
の
開
催
時
間
に
各
会

場
で
（

継
続
も
可

）

醴
松
戸
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・

木
瀬
容
4
2－
0
8
0
3

番

ス
ポ
ー
ツ

ソ

フ
ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

教

室

９

月
1
8日
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
新
松
戸
北
小
学
校
　
対
象
市

民
　

費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

固

体
育

指

導

委
員
・
小

林
S
4
5

－
3
6
8
5

番

三
年
に
一
度
し
か
開
催
さ
れ
な

い
ベ
ル
ギ
ー
の
猫
祭
り
。
街
の
人

達
の
三
年
分
の
意
気
込
み

が
感
じ

ら
れ
る
す
ぽ
ら
し

い
祭
り
で
し
た
。

パ
レ
ー
ド
に
は
、
さ
な
が
ら
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
の
「
キ
ャ
ッ
ツ
」
を

思

わ
せ
る
、

仮
装
し
た
子
ど
も
た

ち
の
か
わ
い
ら
し

い
姿

か
ら
、
お

年
寄
り
ま
で

が
、
鼓
笛
隊
に
参
加

し
て
い
ま
し

た
。

祭
り
の
メ
ー
ン
イ

ベ
ン
ト
は
、

鐘
楼
か
ら
の
猫

の
ぬ
い
ぐ
る
み
投

げ
（
ぬ
い
ぐ
る
み
を
拾
う
と
幸
せ

に
７
れ
る
）
。
残
念
７

が
ら
拾
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん

し
た
が
、
街

中

が
一
丸
と
な
っ
た
祭
り
は
、
外

国
人
の
私
を
も
素
敵
な
気
分
に
し

て
く
れ
ま
し
た
。

バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ

1
0月

１
日

出

午
後

９

時

伊

勢
丹

松

戸

店

前
集

合

、
２

日

面

夕

方
帰

着

予
定
　

行

き
先

宮

城

県

栗
駒

山

（

歩
程

約

四

時

間
）
　

対

象
小

学

校
四

年
生

上
（

十

五

歳
　

定
員

先

着
九
十

人
　

費
用

一
万

四

千
円
（
交

通
費

・

保

険

料

含
む

）

圃

９

月
1
2
日

興
〔
必

着
〕
ま
で

に

、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番

号

を
記
入

し
て

、
〒
2
7
0松

戸

市
ニ

ツ

木

九
五

松

戸

山
の

会
磯

貝

紀
子

（

容
4
1－
5
3
5
5

番

）

へ

女
性
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

1
0月
１

日

～
１９
一
月
2
4
日

の

毎

週

土

睚
日
、
午

前
８

時
～
９

時
4
5分

会
場

中
央

公

園

庭

球

場
　

対

象
市

内

在
住
・
在

勤
の
初

心
者
・
七
十
人

（
多
数
の
場

合
は
抽

選
）
　
費
用
九

千
円

（
保

険

料
を

含

む

）

圃
９
月
1
5
日
吩
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
に

住
所
・
氏

名
・
電
話
番

号
を
記

入

し
て

〒
2
7
0松

戸
北

郵

便
局

私

書

箱
十

二
号
松

戸
市
テ
ニ

ス

協
会
へ

閲

松
戸
市
テ
ニ

ス
協

会
・
平

木
音
4
8

－
6
7
8
4

番

ソ

フ
ト
テ

ニ
ス
大
会

大会名 日　時 会場 対　 象 費 用

①
職域対抗
大会

9/15 呪

午前 ８時30

分

受け 付け

９時開始

栗ヶ

沢
公
圜
庭
球
場

市内職域クラブ

１団体３チーム(日本ルール)
１団体

6,000円

②
壮年大会

市内在住･ 在勤･ 在クラブ の

45歳 以上の人（ １人での参

加も可）（日本ルール）

１人

2,00(〕円

匣 ９月 ９日 剛までに、ハガキ に①職場名・出 場者名②住所・氏名・前

衛･ 後衛の区 別､ 年齢を 記入し て、〒270 松戸市小金原6 －9 －1 －402

松戸市ソフト テニ ス連盟・小 倉和江（き45－0899 番）へ

大会名 日　時 会　場 対　象 費用

松戸市
家庭婦人

ソフト ボー
ル大会

11/6( 日)

午前 ８時30分

から

予備日11/13(E3〉

江戸川河川敷
ソフト ボール

球場

市内在住の

家庭婦人

1チー
ム
5,0
00円

ＴＥＰC０杯

レ ディ ース

ソ フト ボ ー

ル大会

10/30 日
午前８時30分

から
予備日11/3 吩

聖徳大学付属
高校グラウン

ド

高校生以上の

女性のチーム
無料

匣9 月17日出 午後２時から運動公園会議室での代表者会議で
問家庭婦人ソフトボール連盟・藤沢a91 －5?36番

健康保険証

を忘れずに

市

民

剣

道

大

会

1
0月
９
日
㈲
午
前
９

時
4
0分
か

ら
　

会
場
運
動
公
園
体
育
館
　

対

象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

費
用
五
百
円
　

内
容
個
人
・
団
体

（
五
人
）
戦

圉
９

月
2
5日
㈲
午
後
２

時
～
２
時

3
0分
の
間
に
運
動
公
園
体
育
館
会

議
室
で

固
市
民
剣
道
大
会
事
務
局
・
柳
田

容
4
4－
8
5
2
9

番

ふ

れ

あ

い

フ

ア

ン

ラ

ン
9
4

自
然
の
中
を
楽
し
み

な
が
ら
走

る
大
会
で

す
。
ゲ
ー
ム

も
あ
る
よ
。

1
0月
1
6日
照
午
前
９
時
3
0分
か

ら
　

会
場
二
十
一
世
紀
の
森
と
広

場
　
種
目
五
㌔
・
三
㌔
の
各
男
女
・

年
齢
別
と
二
㌔
の
親
子
（
小
学
生

と
そ
の
親
）
　
費
用

一
種
目
二
千

円
（
中

学
生
千
円
）

※
当
日

、
会
場
付
近
は
交
通
規
制

が
あ
り
ま
す
。

匣
９
月
1
6日
廊
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
所
定
の
申
込
用
紙
で
〒
2
7
1松

戸
市
松
戸
二
〇
六
〇
肋
松
戸
青
年

会
議
所
内
ふ

れ
あ
い
フ
ァ
ン
ラ
ン

実
行
委
員
会（
容
6
5－
0
2
3
4

番
）

へ
（
申
込
用

紙
の
請
求
は
八
十
円

切
手
を
張
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
）

◆テレホン案内サービス…………昔66 －0010番

平日・午後５時～翌朝午前９時

休日と土曜日・午前９時～翌朝午前９時

◆夜間急病診療所…………………昔68 －3756番

衛生会館内・毎日午後８時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所……昔65 －3430番

衛生会館内・午後８時～11 時

醴市立博物館き84 －8 詔1 番固 パークセンター昔45－8900 番醴森のホール21a84 －5050番

※
月
曜
日
（
祝
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
）・
第
四
金
曜
日
は
休
館
〔
2
3日
冊
は
開
館
〕

入
館
時
間
…
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分

観
覧
料
：
・
一
般
　
三
百
円
・
高
大
学
生
　
百
五
十
円
・
小
中
学
生
　
百
円

９
／
1
8日

午
後
１
時
3
0分
か
ら

９
／
１
困
Ｓ
3
0廊

午
後
１
時
・
３
時
か
ら
3
0分

間
（
土
・
日
・
祝
日
は
午
前

1
1時
か
ら
も
上
映
）

期
　
　
胃

学

芸
員

定
期
講
演
会
「

地
下

の
「
正

倉
院
文
書
」－

墨

譫
土
器

が
語
る
古
代
の
松
戸
」

会
揚
…
市
立
博
物
館
講
堂
　
定
員
…
八
十
人
（
当
日

先
着
）
費
用
…
無
料

ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン

映
像
「
美
の
回
廊

を
ゆ
く
／

は
る
か

な
る
都
の
夢
－
ペ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
」
（
観
覧
無
料
）

※
1
0／
１
圉

か
ら
は
「
美
の
回
廊

を
ゆ
く
／

は
る
か

な
る
源
流
の
旅
－

聖
地
ス
リ
ラ
ン
カ

」
を
上
映

内
　
　
容

※
月
曜
日
は
休
館
　
開
館
時
間
…
午
前
９
時
～
午
後
４
時
3
0
分

物し催 示展

期
　
　

間

定
員
…
先
着
二
十
五
人
　
費
用
…
無
料

圃
当
日
会
場
で
（
雨
天
中

止
）

９
／
３
田

・
４
日

・
匐
出

・

2
3癩

・
2
5日

・
1
0／
１
口

・

２
Ｓ
、
午

前
1
0時
～
1
1
時

９
／
４
日
・
1
0田
・
1
1日
・
1
5

冊

・
2
3㈲
・
2
5日

1
0／
２
日

、午
後
３

時
～
４

時

2
8困
～
1
0／
1
0㈲

2
1團
～
2
5日

1
4團
～
1
8日

９
／
７
困
～
1
1
臼

バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ

講
師
…
み
ど
り
の
相
談
員
・
首
藤
美
恵
子
氏

昆
虫
ウ

オ
ツ
チ
ン

ブ

講
師
…
み
ど
り
の
相
談
員
・
松
葉
光
豊
氏

「

松
戸
の
自
然
展
」
主
催
一
松
戸
市

文
化
ホ
ー
ル

「
松
戸

ボ
タ
ニ

カ
ル

ア
ー
ト
作
品
展
Ｌ

松
戸

ボ
タ
ニ

カ
ル

ア
ー
ト
の
会

企
画
展
「
ハ

ー
プ
展
Ｌ

「
野

鳥
の
四

季
イ
ラ
ス
ト
展
」
井
上

忠
司

内
　
　

容

大

ホ

｜

ル

期　日 催し物（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

９／９廊 都はるみコンサート ☆ 18:30 オデツセー酋03－3408－0331番

10圉 吉幾三〇Ｎ ＳＴＡＧＥ'94☆ W(}0
℡30

民音昔46－9関8番

15(祝) 聖飢魔Ⅱコンサート☆ 18:30 松戸市文化振興財団
ａ 即卜哂050番

29困 大月みやこォン・ステージ☆ W00
18:30

㈲関東 企画f1044 －245 －1366 番

10/1 出 観劇会「とってもゴースト」☆ 15:00 松戸演劇鑑賞会昔69－5359番

小

ホ

｜

ル

9/10 圉 リトルコンサート 13:00 福田幸子昔03－5680－9326番

11(日) カラオケ教室発表会 13:30 白石光貞昔84－4721番

14伽 水原達矢コンサート ☆ 18:30 涌井輝雄昔88－0451番

15睨 ピアノエレクト ーンコンサート 12:00 増田恵子a0474 －91－8241番

17出 松戸岳心会20周年記念大会 10:00 松戸岳心会昔88－0761番

18(日) 苔山会尺八演奏会 什00 尺八苔山会酋85－87笥番

23陶
フアミリーのための名曲コンサート

「河野春美ピアノリサイクル」☆
14:00

松戸クラ シッ ク音楽を楽し む会
a62 －3ﾉﾌ5 番

24山 ザ・ＪＢＳ・コンサート ☆ 14:00 日本ファゴット協会a84－6825番

25日 松戸市カラオケ歌謡協会 秋の歌謡祭 9:30 光伸歌謡サークルな68－8640番

10/ 2 (日) 敬老の集い 10:30 芙葉会昔42－4861番

４図 高橋竹与・竹童津軽三味線の世界☆ 18:30 労音東葛センター酋65－9911番

市立博物館森のホール21 21世紀の森と広場パ ーク セン タ ー

救急医療

体制

イープル

あ
な
た
の
旅
の
思
い
出
を
、
写
真

に
百
五
十
字
程
度
の
文
章
を
添
え
て

広
報
課
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

北
松
戸
　
内
田
多
加
代
さ
ん

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室



(市立博物館蔵)

永禄9 （1566 ）年 ２月29 日

ま
つ
ど
歴
史
点
猫

冒頭「松戸市川」で始まる戦国時代の文書です。前半で

は安 房の 里見氏（「敵 」） が「松 戸 市川 」へ進 出 した後、「 臼

井 」城（佐 倉市 ）付 近へ 転戦 、「郷 村」に放火 して上 総 国「 椎

津」（市 原市） へ 退い た と記 さ れて い ます。

こういった状況を「小田原」北条氏へ報告した本佐倉城

（酒 々井 町）の千葉「胤富 」、 臼井 城攻 略 中の上 杉 謙信 に合

流 しよ う とした里 見氏 、 と当時 の 複雑 な関東 の政 治 関係 を

反 映 し た資料で す。　　　　　　　　　　 （市 立博 物館 ）

アツーイから

保育所の子供たちに

記録的な暑さの続いた今年の夏。夏休

みのない保育所の子供たちに、少しでも

涼しく過ごしてもらおうと、市では市内

の民間９、公立23 の保育所に氷柱をプレ

ゼントしました。

８月18日午前、高さ56cm 、重さ45kg ほ

どの氷柱が届けられると、子供たちは早

速触ってみて「ワー、ツメターイ」。　ほ

おずりしたり、座ってみたり、水をかけ

たりして大喜びでした。

市では、猛暑への緊急対策として、こ

のほかにも、市立保育所にエアコンをリ

ースで設置したり、おやつにアイスクリ

ームを追加するなど「涼」を贈り ました。

｢鉄人おやじ」佐藤和雄さん66 歳

サロマ湖100kmマラソンで完走

この勇姿から「鉄人 おやじ」のあだ名が

氷柱をプレゼント

現代具象彫刻展の優秀賞作品

「詩人一生を見つめて」

大きな氷柱に大 喜びの子供たち（松ヶ丘保育所で）

「
彼
の

詩
に
深
い
感
動
を
覚
え

た
の
で

す
」
平
賀
に
住
む
彫
刻
家

・
綿
引
道
郎
さ
ん
は
ラ
ン

ボ
ー
と

出
会
っ
た
。
そ
し
て
、
現
代
具
象

彫
刻
展
優
秀
賞
を
は
じ
め
、
ロ
ダ

ぼ
く
は
出
か
け
た

破
れ
ポ
ッ
ケ
に

げ
ん
こ
つ
を
つ

っ
こ

み
、
上

着
も
や
は
り
名
ば

か
り
の
代
物
だ
っ
た
。

大

空
の
下
を
ぼ
く
は
行
っ
た

。

詩
神
よ
、
ぼ
く
は
あ
ん
た
の

忠

僕
、
や
れ
や
れ
！
　

何
と
素
敵

な
愛
を
夢
見
た
こ
と
か
！

－
以
下
略
―

〔
ア
ル
チ
ュ

ー
ル

ー
ラ
ン
ボ
ー

「
わ
が
放
浪
」
よ
り
]

ン
大

賞（
美
し
ヶ
原
高
原
美
術
館
）

特
別
優
秀
賞
連
続
受
賞
ほ
か
、
野

外
彫
刻
展
で
受
賞
す
る
な
ど
、
シ

ャ
ー
プ
な
造
形
性
と
ポ
エ
ジ
ー
を

た
た
え
た
作
風
が
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
「
詩
人
シ
リ
ー
ズ
」
が
生

ま
れ
た
。

詩
人
は
大
自
然
を
観
照
し
、
そ

こ

に
生
き
る
人
間
の
生
を
凝
視
し
、

感
動
や
喜
び
悲
し
み
、
楽
し
さ
苦

し
さ
、
森
羅
万

象
を
詩
う
。

黒
々
と
ザ
ラ
つ
い
た
表
面
。
ギ

ザ
ギ
ザ
の
溶
接
の
跡
。
コ

ー
ル
テ

ン

鋼
の
厚
い

板
を
ワ

ー
ク
ス
の
赤

い
炉
で
焼
い
て
ハ
ン
マ
ー
で
打
ち

鍛
え

、
溶
接
し

な
が
ら
造
形
す
る

「
鈑
金
・
鍛
造
」
と
い
う
ユ
ニ

ー

ク
な
技
法
を
と
る
。

作
品
は
至
高
の

も
の
を
求
め
る

か
の
よ

う
に
縦
に

長
い
。
詩
人

を

取
り
ま
く
い
す
や
木
な
ど
か
ら
も

縱
の
構
図
は
強
調
さ
れ
、
奥
行
き

や
幅
な
ど
、
底
辺
の
広
が
り
を
感

じ
さ
せ

る
。

綿
引
さ
ん
の
父
、
司

郎
さ
ん
も

彫
刻
家
た
っ
た
。
生
ま
れ
育
っ
た

父
親
の
ア
ト
リ
エ

が
、
自
然
と
彫

刻
家
の

道
を
歩
ま
せ
た
。

人

間
に
こ

だ
わ
り
続
け
、
「
真

実
・
生
命
・
人
生
」
を
求
め
て

き

た
。
「
禅
」
の
思
想
に
傾
倒
し

、

そ
の
禅
機
を
作
品
に
表
現
し
た
時

期
も
あ
っ
た
。

「
こ
っ
ち
か
ら
湧
き
出
る
も
の

を
形
に
す
る
の
で
す
」
と
自
ら
の

胸
に
手
を
当
て
る
。
「
彫

刻
は
生

命
で
す
。
人

間
が
そ
の
ま
ま
現
れ

ま
す
」
淡
々
と
し
た
話
し
の
中
に
、

押
し
寄
せ

る
波
の
よ
う
な
力
と
情

熱
が
あ
っ
た

。

現
在
、
広
島
市
立
大
学
教
授
・

千
葉
県
展
常
任
理
事
の
ほ

か
、
1
6

日
ま
で
開
催
さ
れ
る
二
科
展
の

審

譽

貝
を
務
め
る
な
ど

、
制
作
と
と

も
に

多
忙
。

「１、２回の大会参加を含めて月に400kmく

らい走ります」と言うのは、佐藤和雄さん（西

馬橋相川町）66歳。６月には北海道でのサロ

マ湖100kmマラソンに初挑戦し、12時間22分２

秒で完走を果たしました。

佐藤さんは５年ほど前、重い糖尿病で苦し

んでいました。医師には危険と言われながら

も、思い切って走り始めてみると、体調はど

んどん良くなり、風邪ひとつひかなくなり。

「自分でも驚いている」とか。

日焼けした引き締まった体と、走りっぷり

からは、年齢は全く感じさせない佐藤さん。

「若さと健康を保つため、これからも走り続

けたい」と意欲的です。

身近な街の話題をお寄せく ださい。

昌広報課

人
間
に
こ
だ
わ
る
美
の
祭
司

ＪＲ北小金駅南口駅前広場の少女のブロンズ像

「飛翔」を制作した

ひと

街

の

話題

千葉胤富書状

綿引　道郎さん

ツメターイ
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